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腰痛

新型コロナウイルスの感染拡大で社会は大混乱です。マスクや消毒関係の商品は売り切れて手に
入らないですし、デマでトイレットペーパーも売り切れ状態。昔授業で聞いたことのあるオイルショックの
ようです。そこに首相の突然の臨時休校要請や世界保健機構によるパンデミック（世界的流行）表明。
いつ、どこで感染するか不明なため、当院も病院始まって以来初の「面会禁止」を取らせていただ
きました。この号が発行される 4 月には少しでも収束に向かっていればよいのですが。（J・M）
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腰
痛
と
は

ガ＊

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
体
幹
後
面
に

存
在
し
、
第
12
肋
骨
と
殿
溝
下
端
の
間

に
あ
る
、
少
な
く
と
も
1
日
以
上
継
続

す
る
痛
み
。
片
側
、
ま
た
は
両
側
の

下
肢
に
放
散
す
る
痛
み
を
伴
う
場
合

も
、
伴
わ
な
い
場
合
も
あ
る
」
こ
と
を

腰
痛
と
定
義
と
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
え
ば
肋
骨
か
ら
下
、
お
尻
よ
り
上
の

部
分
に
な
り
ま
す
。
ま
た
有
症
期
間
か

ら
は
、
発
症
か
ら
4
週
間
未
満
の
も
の

を
急
性
腰
痛
、
発
症
か
ら
4
週
間
以

上
3
ヵ
月
未
満
の
も
の
を
亜
急
性
腰

痛
、
3
ヵ
月
以
上
継
続
す
る
も
の
を
慢

性
腰
痛
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
急
性
期

と
慢
性
期
に
お
い
て
は
症
状
の
原
因
や

治
療
方
針
が
異
な
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。
腰
痛
の
原
因
と
し
て
は
「
脊
椎

由
来
」、「
神
経
由
来
」、「
内
臓
由
来
」、

「
血
管
由
来
」、「
心
因
性
」、「
そ
の
他
」

に
分
類
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
原
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
（
表
1
）。
同
じ
腰
痛

で
も
い
わ
ゆ
る
腰
の
痛
み
は
脊
椎
か
ら

来
る
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
臀
部
の
痛

み
は
神
経
由
来
か
ら
来
る
こ
と
が
多

く
、
原
因
に
よ
っ
て
治
療
も
異
な
り
ま

す
。
以
前
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
原
因

の
特
定
で
き
な
い
「
非
特
異
的
腰
痛
」

が
85
％
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
（
図

１
）、
腰
痛
の
病
態
は
は
っ
き
り
し
な

い
こ
と
が
多
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
の
本
邦
で
の
論
文
で

は
整
形
外
科
医
が
し
っ
か
り
と
診
断
す

腰
痛

腰
痛
は
医
療
施
設
受
診
を
も
た
ら
す
最
も
多
い
症
状
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
28
年
の

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
お
い
て
も
、
有
訴
者
率
で
は
男
性
で
1
位
、
女
性
で
2
位
、

通
院
者
率
で
は
男
性
で
5
位
、
女
性
で
4
位
と
腰
痛
は
例
年
上
位
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
昨
年
7
年
ぶ
り
に
腰
痛
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
腰
痛
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

腰痛患者
プライマリケア
受診時

約15％：特異的腰痛
（原因が特定できる腰痛）
椎間板ヘルニア
腰部脊柱管狭窄症
・腰痛よりも下肢症状
（坐骨神経痛など）が主訴
圧迫骨折
感染性脊椎炎や脊椎転移

（red flags）
大動脈瘤、尿路結石などの
内蔵疾患

・・・・・・4～5％
・・・・4～5％

・・・・・・・・・・・・・・・4％
・・1％

・・・・・・・・・・・1％未満

15%

85%

約85％：非特異的腰痛
（原因が特定できていない腰痛） Deyo RA et al. JAMA 268:760-765,1992

篠
ノ
井
総
合
病
院

　

整
形
外
科
部
長

外は
し
だ
て立 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

1）脊椎との周辺運動器由来
脊椎腫瘍（原発性・転移性腫瘍など）
脊椎感染症（化膿性椎間板炎・脊椎炎・脊椎カリエスなど）
脊椎外傷（椎体骨折など）、腰椎椎間板ヘルニア
腰部脊柱管狭窄病、腰椎分離すべり症
腰椎変性すべり症
代謝性疾患（骨粗鬆症、骨軟化症など）
脊柱変形（側弯症、後弯症、後側弯症）
非化膿性炎症疾患（強直性脊椎炎、乾癬性腰椎など）
脊柱靭帯骨化症、筋・筋膜症
脊柱構成体の退行性変化（椎間板性、椎間関節性）
仙腸関節性、股関節性

2）神経由来
脊髄腫瘍、馬尾腫瘍など

3）内蔵由来
腎尿路系疾患（腎結石、尿路結石、腎盂腎炎など）
婦人科系疾患（子宮内膜炎など）、妊娠

4）血管由来
腹部大動脈瘤、解離性大動脈瘤など

5）心因性
うつ病、ヒステリーなど

6）その他

＊病気の予防・診断・治療など診療の根拠や手順についての最新の情報をまとめた指針

表1　腰痛の原因

図1　腰痛の原因（割合）
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れ
ば
78
％
は
病
態
が
特
定
で
き
、
非
特

異
的
腰
痛
は
22
％
の
み
で
あ
っ
た
と
の

報
告
も
あ
り
（
図
２
）、
し
っ
か
り
と

し
た
診
療
が
出
来
る
整
形
外
科
医
で
あ

れ
ば
、
あ
る
程
度
の
病
態
を
診
断
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

腰
痛
の
自
然
経
過
と
し
て
は
、
急
性

腰
痛
患
者
は
自
然
軽
快
を
示
す
こ
と

が
多
く
、
概
ね
良
好
で
あ
る
も
の
の
、

慢
性
腰
痛
患
者
は
急
性
腰
痛
患
者
と

比
べ
る
と
痛
み
の
改
善
が
不
良
と
な

り
ま
す
。
腰
痛
の
慢
性
化
や
再
燃
の

危
険
因
子
と
し
て
は
過
去
の
腰
痛
の

既
往
、
加
齢
、
肥
満
、
喫
煙
、
う
つ

状
態
や
認
知
機
能
障
害
、
交
通
事
故

後
の
発
症
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
日
常
的
な
運
動
実
施
群
と

比
べ
て
普
段
運
動
し
て
い
な
い
群
に

腰
痛
発
症
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
腰
痛
の
予
防

に
は
健
康
的
な
生
活
習
慣
と
穏
や
か

で
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
生
活
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

腰
痛
患
者
の
診
断

腰
痛
の
患
者
さ
ん
が
来
院
し
た
場

合
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
は
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
（
図
3
）
の
様
な
形
で
診
断

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
我
々
も
大
抵

は
同
様
に
診
断
し

て
い
ま
す
。
多
く

の
場
合
は
腰
痛
の

み
で
保
存
的
治
療

を
行
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
下

肢
痛
等
の
神
経
症

状
が
あ
る
場
合
に

は
腰
椎
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
や
腰
部
脊

柱
管
狭
窄
症
の
様

な
神
経
由
来
の
症

状
の
可
能
性
が
高

く
、
強
い
腰
痛
を

認
め
た
際
は
骨
折
や
腫
瘍
等
の
可
能
性

が
あ
り
M
R
I
等
の
画
像
検
索
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
可
能
性
は
高
く

は
な
い
も
の
の
重
篤
な
状
態
に
な
る
可

能
性
の
高
い
、
が
ん
（
転
移
性
脊
椎
腫

瘍
）、
感
染
（
化
膿
性
脊
椎
炎
）、
骨
折

（
脊
椎
圧
迫
骨
折
、
破
裂
骨
折
）
の
3

つ
の
重
大
疾
患
を
見
落
と
さ
な
い
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
危
険
信
号

（
r
e
d 

f
l
a
g
s
）
が
表
2
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
病
態

の
患
者
さ
ん
に
は
必
ず
精
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
脊
椎
由
来
の
腰
痛
の
原

●腰椎椎間関節性
●腰筋膜性
●腰椎椎間板性
●腰部脊柱管狭窄症
●腰椎椎間板ヘルニア
●仙腸関節性
●腰椎圧迫骨折
●感染

・・・・・・68例
・・・・・・・・・・・・56例

・・・・・・・・44例
・・・・35例
・・22例

・・・・・・・・・・18例
・・・・・・・・10例

・・・・・・・・・・・・・・・・・1例

22%
非特異的腰痛

78%特異的腰痛

●腰椎椎間関節性
●その他

・・1例
・・・・・・・・69例

Suzuki H et al. PLoS Oen 11(8):e0160454,2016腰痛症患者 320例

腰痛患者
注意深い問診と身体検査

危険信号*あり危険信号*なし

神経症状あり神経症状なし

非特異的腰痛

原疾患の特定

原疾患に応じた治療

可能不可能

画像検査や血液検査
などにて精査する

・画像検査または侵襲的検査
・危険信号の再評価
・心因性要素の再評価

改善あり 改善なし

疼痛と機能障害に応じて
4～6週間の保存的治療

患者教育
自己管理

重篤な脊椎疾患（腫瘍、炎症、骨折など）の
合併症を疑うべきred flags（危険信号）

＊HIV:Human lmmunodeficiency Virus

●発症年齢〈20歳または〉55歳
●時間や活動性に関係のない腰痛
●胸部痛
●癌、ステロイド治療、HIV*感染の既往
●栄養不良
●体重減少
●広範囲に及ぶ神経症状
●構築性脊柱変形
●発熱

表2

図2　腰痛症の実態調査：山口県腰痛スタディー

図3　腰痛診断フローチャート
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因
と
し
て
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
い

わ
ゆ
る
腰
痛
で
の
鑑
別
診
断
は
困
難
で

す
が
、
患
者
さ
ん
の
痛
み
の
性
状
や
動

き
に
よ
る
腰
痛
の
具
合
等
を
診
断
材
料

と
し
て
お
り
ま
す
。

腰
痛
の
治
療

急
性
腰
痛
患
者
で
は
ベ
ッ
ド
上
で

安
静
に
す
る
よ
り
は
活
動
性
を
維
持
し

た
方
が
疼
痛
改
善
や
身
体
機
能
回
復
に

有
利
で
あ
り
、
病
欠
期
間
も
短
い
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
下
肢
症
状

を
伴
う
腰
痛
の
場
合
は
差
が
な
い
様

で
す
。
急
性
腰
痛
で
も
疼
痛
が
強
く
動

け
な
い
場
合
は
無
理
を
し
な
い
方
が
良

い
で
す
が
、
動
け
る
範
囲
に
つ
い
て
は

な
る
べ
く
早
め
に
動
い
た
方
が
良
さ
そ

う
で
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で
動

け
る
範
囲
で
ト
イ
レ
に
自
分
で
行
く
な

ど
、
日
常
生
活
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

保
存
治
療
の
メ
イ
ン
は
投
薬
と
な
り

ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
表
3
の
様

に
治
療
薬
を
分
類
し
て
お
り
、
推
奨
度

お
よ
び
エ＊

ビ
デ
ン
ス
の
強
さ
は
、
強
い

順
に
そ
れ
ぞ
れ
推
奨
度
1
（
行
う
こ
と

を
強
く
推
奨
す
る
）
～
4
（
行
わ
な
い

こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
）、
強
さ
A
（
効

果
の
推
定
値
に
強
く
確
信
が
あ
る
）
～

D
（
効
果
の
推
定
値
が
ほ
と
ん
ど
確
信

で
き
な
い
）
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
痛
み
止
め
は
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性

抗
炎
症
薬
に
な
り
、
特
に
急
性
期
で
の

治
療
効
果
は
大
き
い
で
す
が
、
胃
腸
障

害
、
腎
障
害
の
合
併
症
へ
の
注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
慢
性
期
腰
痛
患
者
で

は
弱
オ
ピ
オ
イ
ド
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
・
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬

が
メ
イ
ン
に
使
わ
れ
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ

ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
再
取
り
込
み

阻
害
薬
は
従
来
抗
う
つ
薬
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
痛
み
を
抑
え
る
神
経

系
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

て
お
り
、
慢
性
腰
痛
症
に
適
応
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
坐
骨
神
経
痛
を
伴
う
腰

痛
の
場
合
は
神
経
障
害
性
疼
痛
に
対
す

る
治
療
薬
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

注
射
も
保
存
的
治
療
の
代
表
的
な
治

療
と
な
り
ま
す
が
、
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
、

神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
の
様
な
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
は
短
期
的
に
、
椎
間
板
・
椎
間
関
節

ブ
ロ
ッ
ク
の
様
な
腰
椎
へ
の
注
射
は
短

期
、
お
よ
び
中
長
期
的
に
効
果
が
あ
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
は
弱
い
推
奨
を
受
け

て
い
ま
す
。

保
存
治
療
に
お
け
る
け
ん
引
療
法
、

推奨
推奨薬採択に
対する合意率
（％）（注1）

推奨度
推奨度に

対する合意率
（％）（注2）

エビデンスの
強さ

急性腰痛に対する推奨薬には以下の薬剤がある
非ステロイド性抗炎症薬 100 1 100 A
筋弛緩薬 100 2 75.0 C
アセトアミノフェン 90.9 2 100 D
弱オピオイド 72.2 2 100 C
ワクシニアウイルス接種
家兎炎症皮膚抽出液 72.2 2 71.4 C

慢性腰痛に対する推奨薬には以下の薬剤がある
セロトニン・ノルアドレナリン
再取り込み阻害薬 100 2 85.7 A

弱オピオイド 100 2 75.0 A
ワクシニアウイルス接種
家兎炎症皮膚抽出液 100 2 100 C

非ステロイド性抗炎症薬 90.9 2 75.0 B
アセトアミノフェン 81.8 2 75.0 D
強オピオイド（適量使用や依存
性の問題があり、その使用には
厳重な注意を要する）

81.8 3 75.0 D

三環系抗うつ薬 72.7 なし なし C
坐骨神経痛に対する推奨薬には以下の薬剤がある
非ステロイド性抗炎症薬 100 1 75.0 B
Caチャネルα2δリガンド 90.9 2 85.7 D
セロトニン・ノルアドレナリン
再取り込み阻害薬 81.8 2 85.7 C

表3　腰痛の治療薬分類

＊科学的根拠
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超
音
波
療
法
、
電
気
治
療
、
温
熱
治
療

等
の
理
学
療
法
や
腰
椎
サ
ポ
ー
ト
（
コ

ル
セ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
は
今
回
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
弱
い
推
奨
で
短
期
的
な

効
果
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
徒

手
療
法
、
鍼
治
療
、
ヨ
ガ
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
等
は
あ
ま
り

科
学
的
な
根
拠

が
な
く
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
上
で

は
推
奨
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

手
術
治
療
に

関
し
て
は
い
わ

ゆ
る
腰
痛
の
み

の
患
者
さ
ん
に

つ
い
て
は
基
本

的
に
行
い
ま
せ

ん
。
臀
部
痛
や

下
肢
痛
等
の
神

経
症
状
を
伴
う

場
合
や
、
腰
椎

に
明
ら
か
に
不

安
定
性
が
あ
る

場
合
、
骨
折
で

骨
が
着
い
て
い

な
い
場
合
、
背

骨
の
変
形
が
強
い
場
合
に
つ
い
て
は
手

術
的
に
背
骨
を
固
定
す
る
手
術
を
行
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
手
術
治

療
に
つ
い
て
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治
医
と
十
分

に
相
談
し
て
か
ら
決
め
て
下
さ
い
。

慢
性
腰
痛
に
対
す
る
治
療
、
予
防

に
つ
い
て
運
動
療
法
は
有
用
で
あ
る
と

い
う
科
学
的
根
拠
は
か
な
り
強
く
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
効
果
的
な
運
動
療
法
の

種
類
を
明
確
に
示
す
論
文
は
あ
り
ま
せ

ん
。
従
来
腰
痛
体
操
な
ど
体
幹
の
筋
肉

を
鍛
え
る
方
法
が
言
わ
れ
て
お
り
、
当

院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

指
導
方
法
を
示
し
て
お
き
ま
す
。（
図

4
）
ま
た
仕
事
に
よ
る
腰
痛
に
つ
い

て
も
運
動
と
職
場
環
境
の
改
善
（
持
ち

上
げ
器
具
の
使
用
や
作
業
場
の
高
さ
調

整
）
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
注
意
点

痛
み
が
強
い
と
き
だ
け
は
な
る
べ
く

安
静
に
し
て
頂
き
、
痛
み
が
軽
い
と
き

は
体
調
に
合
わ
せ
て
適
度
な
運
動
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
痛
み
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
と
体
力
が
低

下
し
、
腰
を
支
え
る
筋
力
も
衰
え
る
た

め
に
、
さ
ら
に
腰
に
負
担
が
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
悪
循
環
を
断
ち
切
る

た
め
に
は
、
中
腰
に
な
ら
な
い
な
ど
日

常
的
姿
勢
に
注
意
し
、
腰
の
支
持
性
を

高
め
る
た
め
の
運
動
や
体
操
を
継
続
さ

れ
る
と
良
い
で
す
。
ま
た
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
の
場
合
の
様
に
下
肢
症
状
を
伴

う
場
合
に
は
背
中
を
反
る
と
神
経
が
圧

迫
さ
れ
て
症
状
が
出
や
す
い
の
で
、
下

肢
症
状
が
出
た
場
合
は
前
か
が
み
で
楽

な
姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
杖
や
シ
ル

バ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
と
歩
行
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

是
非
日
常
生
活
に
て
腰
痛
に
な
ら
な

い
様
に
姿
勢
や
運
動
等
に
注
意
し
て
頂

き
、
も
し
腰
痛
で
お
困
り
の
際
に
は
整

形
外
科
へ
御
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

下記の体操は腰痛患者のための体操です

（1）起き上がり （3）尻をあげる （5）膝をかかえて円く

（2）体の前屈 （4）尻をさげる （6）背中をそらす

貴方は○印の運動を10回を一つの単位として1日（　　）回、
慣れてきたら1日（　　）回行ってください。

図4　リハビリテーションによる指導方法
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Q
&

A

医
療

テ
ー
マ「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

Q1
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ど
ん
な
事
業
所
で
す
か
？

A
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、地
域

で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
、

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。
南
長
野
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
、篠
ノ
井
総
合
病
院
、新
町

病
院
が
そ
れ
ぞ
れ
長
野
市
か
ら
委
託
を
受

け
、社
会
福
祉
士
・
保
健
師（
看
護
師
）・
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
を
配
置

し
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
担
当
地
区
が
割
り
振
ら
れ

て
お
り
、篠
ノ
井
総
合
病
院
は
篠
ノ
井（
中

央
・
信
里
）、新
町
病
院
は
信
州
新
町
・
中
条
・

大
岡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q2
受
診
し
た
日
に
相
談
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？

A
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
中
に
窓
口
や

相
談
室
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。し
か
し
、職
員
が
外

出
等
に
よ
り
不
在
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、お
電
話
で
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、ご

自
宅
へ
の
訪
問
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q3
費
用
は
か
か
り
ま
す
か
？

A
来
所
や
訪
問
に
関
わ
ら
ず
相
談
は

無
料
で
す
。

Q4
退
院
し
て
自
宅
に
戻
る
に
は

ベ
ッ
ド
が
必
要
と
言
わ
れ
た
の

で
す
が
、介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
れ

ば
ベ
ッ
ド
を
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
か
？

A
介
護
保
険
で
は
原
則
と
し
て
要
介

護
2
～
要
介
護
5
の
認
定
が
な
い

と
レ
ン
タ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
、体

の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
レ
ン
タ
ル
が
可
能

と
な
る
場
合
や
、介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
で

も
レ
ン
タ
ル
が
で
き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Q5
近
所
に
心
配
な
知
人
が
い
る

の
で
す
が
、家
族
で
な
く
て
も

相
談
で
き
ま
す
か
？

A
地
域
の
方
や
民
生
委
員
さ
ん
、商

店
な
ど
か
ら
も
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。（
セ
ン
タ
ー
職
員
に
は
秘
密
を

守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
）

た
だ
し
、地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
は
担
当
区

域
が
割
振
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
お
住
い
の

地
域
の
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
長
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

篠
ノ
井
総
合
病
院

　

担
当
地
区
／
篠
ノ
井（
中
央
・
信
里
）　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．0
2
6–

2
6
1–

1
0
6
2

◇
長
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

新
町
病
院

　

担
当
地
区
／
信
州
新
町
・
中
条
・
大
岡　
　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．0
2
6–

2
9
1–

2
3
0
5
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・転倒しないように、必ずつか
まるものがある場所で行う

・左右1分間ずつ、１日３回行う

①片脚立ち 図1

・肩幅より少し広めに足を広げ
て立ち、つま先は30度ずつ開く

・膝がつま先より前に出ないよ
うに、お尻を後ろに引くように
身体を沈める

・支えが必要な人は、机に手をつ
いて行う

・５～６回を、一日３回行う

②スクワット

●身体にかかる
　荷重の指示
●外力からの臓器の保護
●運動時の筋の支持

骨

●随意運動のための
　収縮・弛緩
●姿勢の保持
●外力からの臓器の保護

筋（骨格筋）

●運動の指令に
　ついての情報伝達
●感覚情報の伝達

神経

運動器の構成要素と力学的な役割

●骨の連結
●可動性の保持
●外力の吸収

関節

「
ロ
コ
モ
」

新
町
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

理
学
療
法
士

池い
け
だ田 

俊と
し
き貴

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運

動
器
症
候
群
通
称
ロ
コ
モ
）と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ロ

コ
モ
と
は
、
運
動
器
の
障
害
に
よ
っ
て

日
常
生
活
に
制
限
を
き
た
し
、介
護
・
介

助
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
り
、
そ
う
な

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
た
り
す
る

状
態
を
言
い
ま
す
。

運
動
器
は
①
骨
、
②
関
節（
軟
骨
・
椎

間
板
）、
③
筋
肉
・
靱
帯
、
④
神
経
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。
各
要
素
の

疾
患
と
し
て
、
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
、
変
形
性
膝ひ
ざ

関か
ん
せ
つ
し
ょ
う

節
症
、
筋
肉
減
少
症（
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
）、神
経
障
害
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

運
動
器
の
障
害
や
衰
え
に
よ
る
痛
み
や

関
節
の
動
か
し
に
く
さ
、
筋
力
・
バ
ラ

ン
ス
能
力
の
低
下
が
移
動
能
力
の
低
下

（
歩
行
障
害
）に
つ
な
が
り
、
社
会
参
加

の
制
限
や
要
介
護
状
態
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
と
い
う
考
え
方
が
、
ロ
コ
モ
の

概
念
で
す
。

運
動
機
能
の
低
下
は
徐
々
に
進
行
す

る
こ
と
が
多
く
、
予
防
す
る
に
は
自
分

で
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
詳
し
く

調
べ
る
た
め
に
は
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
は
①
立

ち
上
が
り
テ
ス
ト
、
②
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ

テ
ス
ト
、③
身
体
の
状
態
・
生
活
の
状
態

の
２
５
項
目
の
質
問
か
ら
判
定
す
る「
ロ

コ
モ
25
」
の
3
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
テ
ス
ト
結
果
か
ら
ロ
コ
モ
度
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
テ
ス
ト
以

外
で
も
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
、

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す

る
、
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
切
れ

な
い
、
な
ど
が
あ
れ
ば
ロ
コ
モ
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
の
予
防
・
改
善
に
は
、膝
や
腰

に
過
剰
な
負
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
足

腰
の
筋
力
強
化
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
強

化
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
推
奨
さ
れ
て

い
る
の
が
、
①
「
片
脚
立
ち
」
と
②「
ス

ク
ワ
ッ
ト
」で
す
。

ま
た
運
動
だ
け
で
な
く
栄
養
も
重
要

で
、
低
栄
養
状
態
は
骨
や
筋
肉
の
量
が

減
り
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
招
く
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

適
切
な
運
動
と
食
事
を
続
け
、
ロ
コ

モ
に
負
け
な
い
身
体
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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今回紹介してくれるのは、
篠ノ井総合病院 臨床検査技師

内
うちやま

山 紗
さき

希さん（左） 宮
みやした

下 美
みさと

里さん（右）

病院では様々な職員が働いています。
このコーナーでは病院のお仕事を紹介します。

「臨床検査技師」第5回

病院では様々な職員が働いています。
このコーナーでは病院のお仕事を紹介します。

第5回

具
合
が
悪
く
な
っ
て
病
院
に
行
く
と
、医
師

は
正
し
い
診
断
を
す
る
た
め
に
患
者
さ
ん
の

身
体
の
異
常
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
正

常
な
状
態
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
を
、医

師
の
指
示
に
従
い
患
者
さ
ん
を
検
査
し
、そ
の

デ
ー
タ
を
診
断
に
役
立
て
る
の
が
臨
床
検
査

技
師
の
仕
事
で
す
。
採
血
や
採
尿
の
よ
う
な

体
液
を
調
べ
た
り
、臓
器
の
一
部
や
細
胞
を
採

取
し
異
常
が
な
い
か
調
べ
た
り
、体
に
機
器
を

装
着
し
て
検
査
す
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

検
査
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
化
学
・
免
疫
検
査  

生
化
学
検
査
は
血
液
中
の
物
質
の
濃

度
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
血
液
中
の
糖
、
脂

質
、タ
ン
パ
ク
、腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、電
解
質
、

酵
素
な
ど
を
測
定
す
る
こ
と
で
、臓
器
の

働
き
に
問
題
が
な
い
か
、異
常
が
あ
る
場

合
は
ど
の
程
度
で
あ
る
か
を
推
測
で
き

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
状
態
を
い
ち
早
く
把

握
し
、そ
の
後
の
治
療
に
お
い
て
は
各
項

目
の
値
を
調
べ
る
こ
と
で
治
療
効
果
の

確
認
が
で
き
ま
す
。
健
康
診
断
で
は
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
も
つ
な

が
る
検
査
で
す
。

免
疫
検
査
で
は
血
液
を
用
い
て
B
型
・

C
型
肝
炎
や
梅
毒
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
感
染

症
、ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を
調
べ
る
検
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
重
要
な
仕
事
の
1
つ
で
す
。

血
液
検
査  

血
液
中
の
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板

な
ど
の
数
を
測
定
し
、
形
や
大
き
さ
、
異

常
細
胞
が
な
い
か
調
べ
ま
す
。
さ
ら
に
血

液
の
止
血
・
凝
固(

血
が
止
ま
る
し
く
み)

や
線
溶(

血
栓
を
溶
か
す
し
く
み)

の
検

査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

貧
血
や
白

血
病
な
ど

血
液
の
病

気
の
早
期

発
見
に
つ

な
が
る
検

査
で
す
。

輸
血
検
査  

血
液
型
は
赤
血
球
の
表
面
に
あ
る
抗

原
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

輸
血
の
時
に
最
も
大
切
な
の
は
Ａ
Ｂ
Ｏ

と
Ｒ
ｈ
の
2
つ
の
血
液
型
で
す
。
貧
血
や

ケ
ガ
や
手
術
な
ど
で
輸
血
が
必
要
な
時
、

血
液
型
を
調
べ
同
じ
型
の
血
液
製
剤
を

選
び
ま
す
。

さ
ら
に
、受
血
者
の
血
液
と
供
血
者(

ド

ナ
ー)

の
血
液
を
混
合
し
て
凝
集
の
有
無

を
み
る
交
差
適
合
試
験
を
行
い
、
安
全
性

を
確
か
め
て
い
ま
す
。

一
般
検
査  

尿
中
の
タ
ン
パ
ク
や
糖
、
血
液
な
ど
の

値
に
異
常
が
な
い
か
、さ
ら
に
目
に
見
え

な
い
有
形
成
分
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
尿

道
の
感
染
症
や
腎
臓
の
健
康
状
態
を
み
た

り
、
糖
尿
病
や
腎
疾
患
の
診
断
に
も
役
立

つ
ほ
か
、
尿
に
含
ま
れ
る
細
胞
成
分
か
ら

膀
胱
癌
な
ど
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

他
に
も

便
に
含
ま

れ
る
血
液

成
分
を
検

査
し
大
腸

癌
の
早
期

発
見
や
寄

生
虫
検
査

な
ど
も
あ

り
ま
す
。

採
血
業
務  

中
央
検
査
室
に
て
1
日
約
３
０
０
件
の

外
来
の
患
者
さ
ん
の
採
血
を
行
っ
て
い
ま

す
。
尿
検
査
が
あ
る
方
は
専
用
の
ト
イ
レ
で

採
尿
を
し
て
い
た
だ
き
、直
接
一
般
検
査
へ

提
出
し
ま
す
。
採
血
さ
れ
た
血
液
が
各
部
門

へ
と
運
ば
れ
て
生
化
学
検
査
や
血
液
検
査

に
振
り
分
け
ら
れ
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
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 8:00 ドック業務
健康管理課に出向き腹部超音波検査を行います。

10:30 乳線超音波検査
健康診断やドックなどで検査を希望する方に対して

乳腺超音波検査を行います。

9：00 外来業務
生理機能検査室にて、外来の患者さんや病棟の患者さ

んの心電図や呼吸機能検査、動脈硬化の検査など、予約
の必要のない検査を行います。

16:00 運動負荷心電図
（トレッドミル）検査

心電図・血圧計を装着しながらトレッドミルというベ
ルトコンベア状の装置の上を歩いたり走ったりして負
荷をかけ、医師とともに異常がないかモニタリングします。

17:00 業務終了
一日の申し送りや翌日の仕事の確認をして終了します。

臨床検査技師のある1日
（生理検査担当）

臨床検査技師になるには
臨床検査技師になるには、臨床検査技師国家試験

に合格する必要があります。
受験資格を得るには、高校卒業後、臨床検査技師

養成課程のある4年制大学、３年制の短大または専
門学校で決められた課程を修了する必要があります。

細
菌
検
査  

尿
、
便
、
喀
痰
、
血
液
な
ど
を
用
い
て
、

そ
の
中
で
悪
さ
を
し
て
い
る
微
生
物
の
種

類
や
、効
果

の
あ
る
薬

は
ど
れ
か

を
調
べ
て

い
ま
す
。ま

た
結
核
や

真
菌(
カ
ビ)

な
ど
の
感

染
症
の
検

査
も
行
っ

て
い
ま
す
。

病
理
検
査  

病
理
医
の
下
で
採
取
さ
れ
た
組
織
や
細

胞
を
用
い
て
標
本
を
作
製
し
、
顕
微
鏡
で

観
察
し
て
、
癌
な
ど
の
異
型
細
胞
が
な
い

か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
標
本
作
成
や
病

理
解
剖
の
介
助
も
検
査
技
師
が
行
い
ま
す
。

生
理
検
査  

心
電
図
や
呼
吸
機
能
検
査
、
脳
波
、
超

音
波
検
査
な
ど
直
接
患
者
さ
ん
に
接
し
て

検
査
を
行
い
ま
す
。
検
査
室
だ
け
で
な
く

耳
鼻
科
で
の
聴
力
検
査
や
手
術
室
・
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
室
、外
来
な
ど
に
出
向
い
て

医
師
や
看
護
師
な
ど
他
職
種
の
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
検
査
や
治
療
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

生
殖
医
療  

医
師
の
指
示
の
下
で
体
外
受
精
や
顕

微
授
精
、受
精
卵
の
凍
結
・
融
解
・
胚
移
植

時
の
補
助
な
ど
の
生
殖
補
助
医
療(

Ａ
Ｒ

Ｔ)

を
行
い
ま
す
。
不
妊
に
悩
む
患
者
さ

ん
と
医
師
と
協
力
を
し
、新
し
い
命
を
生

む
手
助
け
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

13:30 脳波検査
頭に電極を装着し、起きている時や寝ている時の大脳

が活動している様子を記録します。開閉眼、過呼吸、光
刺激を行い、異常をわかりやすくします。
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筍は味が入りにくい食材の一つなので、炒める際に、しょうゆで焦がしつける
ように味を付けると美味しく仕上がります。

① 筍の根本部分は、幅１cm程の棒状に切り、
　 残りは16等分のくし切りにする。
　 菜の花は、3～4cm幅に切り茎と葉の部分に分ける。
　 鶏肉は、一口大に切り塩・こしょうをしてもんでおく。
② 鶏肉を油で炒め、８割位火が通ったら、筍の根本部
　 分、菜の花の茎の部分を加え、中火で１分程炒める。
③ 残りの筍とにんにくスライスを加え、焼き目が付くまで加熱する。
　 菜の花の葉の部分を加え、しんなりするまで強火で炒める。
④ 全体に火が通ったら、バターを加え、しょうゆを鍋肌にそわせるように回し入れ
　 手早く炒める。最後に塩・こしょうで味を整えてできあがり。

作 り 方

材料（2人分）

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
筍
は
、
掘
り
出
さ
れ
た
後
、
時
間
が
経

つ
ご
と
に
ア
ク
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
下
茹
で
し
ま
し
ょ
う
。

下
茹
で
の
際
に
は
、
え
ぐ
み
を
取
る
た
め

に
米
ぬ
か
と
鷹
の
爪
を
使
用
し
ま
す
。
米

ぬ
か
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
筍
の

ア
ク
に
作
用
し
、
え
ぐ
み
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
鷹
の
爪
に
は
防
腐
効
果
が
あ

り
ま
す
。
米
ぬ
か
が
用
意
で
き
な
い
場
合

に
は
、
米
の
と
ぎ
汁
で
も
代
用
で
き
ま
す
。

①
筍
の
先
端
を
な
な
め
に
切
り
落
と
し
、

皮
を
は
ぎ
や
す
い
よ
う
に
縦
に
切
れ
目
を

入
れ
ま
す
。

②
米
ぬ
か
、
鷹
の
爪
を
水
と
と
も
に
鍋
に

入
れ
、
落
と
し
蓋
を
し
て
火
に
か
け
ま
す
。

③
40
分
〜
1
時
間
程
茹
で
ま
す
。

④
火
を
止
め
て
、
更
に
ア
ク
を
抜
く
た
め

に
そ
の
ま
ま
冷
ま
し
ま
す
。

⑤
筍
を
取
り
出
し
、
皮
を
む
い
て
冷
水
に

浸
し
ま
す
。

材料（2人分）
筍 …………… 100ｇ
だし汁 …………100cc
しょうゆ…… 小さじ1/2
砂糖 …… 小さじ1/2

木の芽みそ
木の芽………… 10枚
西京味噌 ……大さじ1

（西京みそがなければ普通
の味噌でも大丈夫です）
みりん …………小さじ1
砂糖 …… 小さじ2/3
しょうゆ…… 小さじ1/4 

筍 …………… 100ｇ
菜の花………… 100ｇ
鶏もも皮付き肉 160ｇ
油 ……………小さじ1

しょうゆ…………大さじ1
バター …………… 10ｇ
にんにく（スライス） 1片分 
塩・こしょう ………適量 

篠ノ井総合病院栄養科
調理師

山下 幸江
やました ゆきえ

管理栄養士

丸山　恵
まるやま めぐみ

今回の食材 筍

① 鍋にだし汁、しょうゆ、砂糖を入れて煮立たせる。
　 下茹でした筍を1cm角に切って加え、
　 煮汁がなくなる位まで煮る。
② 木の芽はみじん切りにして、更にすり鉢でよくする。
　 西京味噌、みりん、砂糖、しょうゆを加えて更にする。
③ 筍を加えて混ぜ合わせてできあがり。

作 り 方

　
筍
に
は
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や
ア
ス
パ
ラ

ギ
ン
酸
、
チ
ロ
シ
ン
な
ど
の
旨
み
成
分
で

あ
る
ア
ミ
ノ
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
チ
ロ
シ
ン
は
、
疲
労
回
復
や
ス
ト
レ

ス
の
緩
和
、
脳
を
活
性
化
し
て
や
る
気
や

集
中
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
働
き
が
あ

り
ま
す
。
茹
で
た
筍
を
切
っ
た
際
に
、
空

洞
部
分
に
付
い
て
い
る
白
い
粉
状
の
も
の

が
チ
ロ
シ
ン
で
す
。

　
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
身

体
の
水
分
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

排
泄
す
る
役
割
が
あ
る
た
め
、
高
血
圧
の

予
防
や
む
く
み
の
解
消
に
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
食
物
繊
維
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
便
秘
や
大
腸
癌
の
予
防
、
血
糖

値
上
昇
の
抑
制
な
ど
の
働
き
も
期
待
で
き

ま
す
。
歯
応
え
が
あ
り
満
腹
感
も
あ
る
た

め
、
過
食
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

木の芽のあざやかな黄緑色が爽やかな一品です。

１人分の栄養価
エネルギー …… 50kcal
たんぱく質 ……… 2.9g
脂質 …………… 0.4g
塩分 …………… 1.0g

１人分の栄養価
エネルギー ……190kcal
たんぱく質 ………19.0ｇ
脂質 …………… 9.5ｇ
塩分 …………… 1.6ｇ

筍と菜の花のバター醤油炒め

筍の木の芽味噌和え

健
康
レ
シ
ピ

栄養科
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筍は味が入りにくい食材の一つなので、炒める際に、しょうゆで焦がしつける
ように味を付けると美味しく仕上がります。

① 筍の根本部分は、幅１cm程の棒状に切り、
　 残りは16等分のくし切りにする。
　 菜の花は、3～4cm幅に切り茎と葉の部分に分ける。
　 鶏肉は、一口大に切り塩・こしょうをしてもんでおく。
② 鶏肉を油で炒め、８割位火が通ったら、筍の根本部
　 分、菜の花の茎の部分を加え、中火で１分程炒める。
③ 残りの筍とにんにくスライスを加え、焼き目が付くまで加熱する。
　 菜の花の葉の部分を加え、しんなりするまで強火で炒める。
④ 全体に火が通ったら、バターを加え、しょうゆを鍋肌にそわせるように回し入れ
　 手早く炒める。最後に塩・こしょうで味を整えてできあがり。

作 り 方

材料（2人分）

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
筍
は
、
掘
り
出
さ
れ
た
後
、
時
間
が
経

つ
ご
と
に
ア
ク
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
下
茹
で
し
ま
し
ょ
う
。

下
茹
で
の
際
に
は
、
え
ぐ
み
を
取
る
た
め

に
米
ぬ
か
と
鷹
の
爪
を
使
用
し
ま
す
。
米

ぬ
か
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
筍
の

ア
ク
に
作
用
し
、
え
ぐ
み
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
鷹
の
爪
に
は
防
腐
効
果
が
あ

り
ま
す
。
米
ぬ
か
が
用
意
で
き
な
い
場
合

に
は
、
米
の
と
ぎ
汁
で
も
代
用
で
き
ま
す
。

①
筍
の
先
端
を
な
な
め
に
切
り
落
と
し
、

皮
を
は
ぎ
や
す
い
よ
う
に
縦
に
切
れ
目
を

入
れ
ま
す
。

②
米
ぬ
か
、
鷹
の
爪
を
水
と
と
も
に
鍋
に

入
れ
、
落
と
し
蓋
を
し
て
火
に
か
け
ま
す
。

③
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分
〜
1
時
間
程
茹
で
ま
す
。
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火
を
止
め
て
、
更
に
ア
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を
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に
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ま
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。
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を
取
り
出
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、
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む
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て
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水
に
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し
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す
。
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筍 …………… 100ｇ
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しょうゆ…… 小さじ1/2
砂糖 …… 小さじ1/2

木の芽みそ
木の芽………… 10枚
西京味噌 ……大さじ1

（西京みそがなければ普通
の味噌でも大丈夫です）
みりん …………小さじ1
砂糖 …… 小さじ2/3
しょうゆ…… 小さじ1/4 

筍 …………… 100ｇ
菜の花………… 100ｇ
鶏もも皮付き肉 160ｇ
油 ……………小さじ1

しょうゆ…………大さじ1
バター …………… 10ｇ
にんにく（スライス） 1片分 
塩・こしょう ………適量 

篠ノ井総合病院栄養科
調理師

山下 幸江
やました ゆきえ

管理栄養士

丸山　恵
まるやま めぐみ

今回の食材 筍

① 鍋にだし汁、しょうゆ、砂糖を入れて煮立たせる。
　 下茹でした筍を1cm角に切って加え、
　 煮汁がなくなる位まで煮る。
② 木の芽はみじん切りにして、更にすり鉢でよくする。
　 西京味噌、みりん、砂糖、しょうゆを加えて更にする。
③ 筍を加えて混ぜ合わせてできあがり。

作 り 方

　
筍
に
は
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や
ア
ス
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ラ
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、
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シ
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な
ど
の
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で
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て
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も
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る
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。
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に
、
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分
に
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る
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い
粉
状
の
も
の

が
チ
ロ
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ン
で
す
。

　
カ
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ウ
ム
も
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に
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て
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り
、
身
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の
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ラ
ン
ス
を
整
え
ナ
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高
血
圧
の
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防
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に
効
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的
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す
。

ま
た
、
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物
繊
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豊
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に
含
ま
れ
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い

る
た
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、
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大
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え
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も
あ
る
た
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、
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に
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な
が
り
ま
す
。

木の芽のあざやかな黄緑色が爽やかな一品です。

１人分の栄養価
エネルギー …… 50kcal
たんぱく質 ……… 2.9g
脂質 …………… 0.4g
塩分 …………… 1.0g

１人分の栄養価
エネルギー ……190kcal
たんぱく質 ………19.0ｇ
脂質 …………… 9.5ｇ
塩分 …………… 1.6ｇ

菜の花は、3～4cm幅に切り茎と葉の部分に分ける。
　 鶏肉は、一口大に切り塩・こしょうをしてもんでおく。
② 鶏肉を油で炒め、８割位火が通ったら、筍の根本部
　 分、菜の花の茎の部分を加え、中火で１分程炒める。

しょうゆ…………大さじ1
バター …………… 10ｇ
にんにく（スライス） 1片分 
塩・こしょう ………適量 

木の芽みそ
木の芽………… 10枚
西京味噌 ……大さじ1

（西京みそがなければ普通
の味噌でも大丈夫です）
みりん …………小さじ1
砂糖 …… 小さじ2/3
しょうゆ…… 小さじ1/4 

① 鍋にだし汁、しょうゆ、砂糖を入れて煮立たせる。
　 下茹でした筍を1cm角に切って加え、

② 木の芽はみじん切りにして、更にすり鉢でよくする。 １人分の栄養価

筍と菜の花のバター醤油炒め

筍の木の芽味噌和え

健
康
レ
シ
ピ

栄養科
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篠ノ井総合病院

当院では 3 月より「病児保育室あいあい」を開設しました。
病児保育とは、仕事等の都合で、病気中（病児）・病気回復期（病後児）にある

お子さんの育児を家庭でできない方のために、一時的な保育を行うものです。
当院病児保育室は長野市近隣市町村（※ 1）に在住されているなどが対象で、定員

は 1 日原則 6 名、保育時間は平日の午前 8：00 〜午後 6：00 までとなります。
ご利用いただくには、事前登録が必要となり、利用には医師の診療情報提供書

等が必要となります。利用に関する詳細につきましては、当院ホームページをご
覧ください。

（※ 1）長野市、須坂市、千曲市、坂城町、小布施町、高山村、信濃町、小川村、飯綱町

当院では3月より
「病児保育室あいあい」を開設しました。

■お問い合わせ先
南長野医療センター篠ノ井総合病院「病児保育室あいあい」
TEL・FAX 026-292-1457
平日 午前8：00〜午後4：30

利 用 時 間
保育時間：月曜日～金曜日　　午前8：00～午後6：00（延長保育はありません）
※土日、祝日、12月30日～1月3日は休日となります
他に保育室の都合によりお休みする場合もあります。

利用上のお願い
まずは病児保育の受け入れが可能か、電話で
状況をお確かめください。医師から「病児保
育室」の利用が可能だと判断された場合で
も、急な病状の変化により、利用をお断りす
る場合があります。

利用申し込み
【前日までの予約】　開園日の　午前8：30～午後4：30まで　　
【当日申込】　午前8：00～午前10：00まで

※事前登録が必要

利  用  料

1日　2,000円
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診療報酬改定のおしらせ
令和2年４月１日より診療報酬が改定され

ます。これに伴い、保険診療にかかる費用の
窓口負担額が一部変更となります。ご理解賜
りますよう、よろしくお願い申しあげます。

病院祭開催延期のお知らせ
毎年、4月・5月に開催しておりました病院

祭は、新型コロナウイルス感染予防および拡
散防止のため延期とさせていただきます。

今後の開催については決定次第、お知らせ
します。
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診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

原 永井/小池健 後 予 小川 安村 鈴木貞 長坂
長坂 千野（ド）/和田（ド） 倉石 後 長坂 倉石 後 大学（血内）予

中牧（血内）月1 吉田（神内）予 臼田真（神内）予 信大
松井①/一瀬④

呼吸器
近藤 松尾 荒木 近藤 堀内

神田①③⑤

腎臓
牧野 穴山 牧野 中村裕 栗原
田村 長沢 田村

内分泌
峯村 駒津 後 予 峯村 横田直 後（③以外） 特診 予

横田直 横田直 柴田 川田 川田紹

福嶋 紹 川田 福嶋 福嶋 大岩

消化器
牛丸 牛丸 髙 児玉 三枝 特診 予

児玉 翠川 三枝 後 髙 翠川
小林浩（肝）後 予 横田有 後 予

睡眠呼吸センター 予 松尾
禁煙外来 予 午後 千野

総合診療科

松井 松井 三木 山川淳 牛澤①③⑤
小池洋 穗苅 後藤①/鈴木慶 鈴木慶①③⑤ 小池洋②④
山川淳 鈴木貞①/後藤 三木②④ 鈴木慶①③⑤

後藤 後 ②④
漢方外来 予 午後 山川 山川

リウマチ
膠原病
センター

午前
下島 安村 田中莉 小川 原
坂口 浦野 予 永井 坂口 浦野 予

飯村 小野②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 小野②④⑤

午後 予

下島 小野 浦野 林①③⑤ 鈴木貞

浦野 松井②④ 浦野 中村②
田中莉

呼吸器外科 青木孝 青木孝

循環器内科
小林 矢彦沢 丸山拓 小山 矢彦沢 小塚
小塚 小塚 小塚 小塚 小塚

心臓血管外科 名倉/小尾

小児科
午前

山川直 諸橋 諸橋 諸橋 中村真 諸橋
島 中村真 中村真 島 山川直①④⑤ 黒沢

黒沢 横田沙 島 黒沢 横田沙 横田沙

長谷川 予 長谷川 予 長谷川 予

午後 予 予防接種 慢性外来 1か月健診/慢性外来 慢性外来 慢性外来

外科

宮本 池野 宮本 池野 池野 五明
青木亮 石坂 青木 石坂 宮本 青木亮①
秋田 五明 秋田 五明 秋田 石坂④

渡邉 後 ②④ 予 岡田一 宮本 岡田一

五明

整形外科

北川 外立 丸山正 丸山正 北川 外立
丸山正 北川 外立 野村 外立 野村
野村 臼田 野村 根本 臼田 臼田
根本 信大 臼田 笠間 信大 根本

（交代制）
スポーツ疾患関節治療センター 丸山正/野村 丸山正/野村

産科 本道 西村 武田 加藤 藤森 西村
鹿島 本道

午後 予 1か月健診

婦人科

鹿島 加藤 本道 武田 西村 藤森
松岡 松岡 松岡 松岡 加藤 武田

西村 予 藤森 予 加藤 予 鹿島 予 武田 予 本道 予

木村 予 紹 本道 予 紹 木村 予 紹 西村 予 木村 予 紹

特殊外来 予 不妊症 不妊症 不妊症

南長野医療センター篠ノ井総合病院外来診療担当医表
2020年4月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）
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診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

脳神経外科
宮下 外間 村田 宮下 外間 交代制
村田 交代制 猪俣 交代制 上條

泌尿器科
午前

杵渕 鈴木尚 和食 杵渕 杵渕/中沢 交代制
中沢 和食 大学 中沢 鈴木尚

和食② （和食）

午後 予
杵渕 鈴木尚 杵渕 杵渕/中沢

中沢 鈴木尚

眼科 午前
家里 新井 高野 飯島 家里

上野あ 上野あ 上野あ 上野あ 上野あ

皮膚科 予 紹
午前 木藤 木藤/岡田な 岡田な 木藤 木藤/岡田な

午後 木藤

形成外科 予 紹
午前 大坪 大坪/大学（月1） 大坪
午後 大坪/レーザー④ 大坪 レーザー②

耳鼻咽喉科
予 紹

午前
浅輪 浅輪 交代制 浅輪 浅輪
渡邊 渡邊 渡邊 渡邊

午後 専門外来 専門外来
心療内科 予 紹 大村 もの忘れ もの忘れ 大村 検査

口腔外科
予 紹

午前
柴田 柴田 柴田 柴田 柴田 交代制
中野 中野 中野 中野 中野

午後 大学
● 受付時間：8時00分～11時30分　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　● 予約・紹介状がないと受診で
きない診療科があります。詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。　● 救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの診療情報提供書（紹介状）をお持ちで無い患者さんから選定療養費5,500円（税込）を頂いております。
初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

予：予約制、　 紹：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、　 新：新患、　 後：午後、　 数字：週

予：予約制、　篠ノ井GHP…篠ノ井総合病院医師、　 数字：週

● 外来受付時間は一部の科を除き午前８時００分～午前１１時３０分迄です。　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科
本郷 細川 佐藤 堺澤 本郷 安村①
堺澤 中村裕 安村 細川 佐藤④

小瀬川 佐藤
総合診療科 後藤博

心療内科 矢﨑 予

小児科
諸橋  大塚

（午後・予防接種）
篠ノ井GHP

外科
川手 検査・手術 川手 検査・手術 川手 川手

（外来休診） （外来休診）

整形外科
篠ノ井GHP

①③⑤
竹山 下川 下川 竹山 木下

竹山②④

婦人科 村中
診療開始 午前10：00

耳鼻科

信大医師
午後診察
受付午後

2:00〜4:30

信大医師
午後診察
受付午後

2:00〜4:30

眼科 永田 永田 永田 永田 永田 予 ④
皮膚科 山浦
泌尿器科 信大医師

内視鏡検査担当表 ※都合により変更する場合もあります

担当医
細川・佐藤 佐藤・堺澤 堺澤 細川・佐藤 堺澤
小瀬川 　 川手・横田有 穗苅 川手・穗苅 穗苅

2020年4月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

南長野医療センター新町病院外来診療担当医表
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052020.4
No.

TAKE FREE

私たちは厚生連理念にのっとり、
患者本位の医療の実践に努めます。

南長野医療センター篠ノ井総合病院

いのちと心を大切に
私たちは人のいのちと心を
大切にする医療を実践します

南長野医療センター新町病院

052020.4
No.

TAKE FREE

南長野医療センター篠ノ井総合病院
〒388-8004　長野県長野市篠ノ井会６６６-１　
ＴＥＬ ０２６-２９２-２２６１

編 集　南長野医療センター広報委員会

南長野医療センター新町病院
〒381-2404　長野県長野市信州新町上条137番地
ＴＥＬ ０２６-２6２-3111
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特  集

腰痛

新型コロナウイルスの感染拡大で社会は大混乱です。マスクや消毒関係の商品は売り切れて手に
入らないですし、デマでトイレットペーパーも売り切れ状態。昔授業で聞いたことのあるオイルショックの
ようです。そこに首相の突然の臨時休校要請や世界保健機構によるパンデミック（世界的流行）表明。
いつ、どこで感染するか不明なため、当院も病院始まって以来初の「面会禁止」を取らせていただ
きました。この号が発行される 4 月には少しでも収束に向かっていればよいのですが。（J・M）
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